
新しい食肉の表示について

これまでの食肉への表示

・表示する内容によって、法律や

管轄する省庁が異なり、情報の迅
速な共有、管理を阻害していました。

食品表示法

・バラバラであった食品表示を一
つにまとめ、分かりやすく、また、
迅速な行政対応を行えるようにな
りました！！

・加工食肉の栄養表示が必須に！！
⇒加工食肉について栄養成分の量と熱量
の表示が新たに義務化
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⇒５年

生鮮食品 ⇒１年６カ月

食品表示法のスケジュール

・お肉が体によい旨の表示が可能に！！

⇒機能性表示制度の創設により、 一定の
科学的根拠があれば、生鮮品でも体によい
表示を事業者の責任で表示が可能に。
（事業者は販売する60日前までに消費者庁
への申請が必要）

体によい表示OK!!
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引用：全国食肉公正取引協議会「お肉の表示ハンドブック2015」


